
和昭 39 年 7 月 25日 

津軽華子さん 

虫おくりをご見物 

毎月5・15・25日発行 	第120号 

発行所 五所川原市役所 印刷所 竹森民友新聞社 

ことしの秋、義宮殿下とご

結婚される津軽警子さんは先

祖のお幕参りとご婚約の報告

をするため 8月 3 日来県いたします。 

津軽華子さんは、 4 口弘前の津軽藩の~口所名跡

をお回りになつたあと、鯵ケ沢町種里にねむられ

るご先祖、津軽光信公のお墓参りをされ、午後 3 

時37-分から五所川原のク虫おくりクを10分間、ご

見物されます。 

津軽華子をおまちする」ヒさI グフウンドには、」l 

おくりの参加チームが全員勢ぞろいし、準子さん

が乾橋にご到着されたころ、一せいに踊りたすこ

とになつております。 

原 市 広 報 川
 

（青森県） 五 所 川 II 

一舞F告麟鷲 

つ
て
く
る
こ
と
に
な

ろ
う
。
 

そ
し
て
、
当
市
は

近
代
化
都
市
と
し
て
 

縄
大
き
く
飛
躍
す
る
こ
 

？
と
に
な
り
ま
す
。
 

写
真
…
開
発
が
ま
た

れ
る
中
山
山
脈
 

究
し
て
み
よ
う
・
：
。
 

五
所
川
原
市
発
展
の
歩
み

五
所
川
原
市
が
、
六
〇
有
余

年
の
歴
史
と
伝
統
を
ほ
こ
る
五

所
川
原
町
、
中
川
村
、
三
好
村

飯
詰
村
、
長
橋
村
、
松
島
村
、
 

栄
村
の

一
町
六
カ
村
が
合
併
し

て
、
人
口
一
三
ハ
五〇
四
人
の
市

と
し
て
発
足
し
た
の
が
、
昭
和

二
九
年
一
〇
月
一
日
、
こ
と
し

で
一
〇
年
と
な
る
。
 

そ
の
後
、
昭
和
三
〇
年
に
は

毘
沙
門
、
昭
和
三
一
年
に
は
長

富
、
七
和
村
（
下
石
川
を
除
く
 

）
、
梅
田
、
中
泉
、
昭
和
三
1
1
1
 

に
は
小
曲
が
編
入
合
併
さ
れ
、
 

い
ま
で
は
、
面
積

一
六
七
・
五

三
平
方
粁
米
、
人
口
五
〇
一
九

五
人
の
農
業
を
中
心
と
し
た
田

園
基
幹
都
市
と
し
て
着
実
な
歩

み
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
五
所

川
原
市
は
、
津
軽
半
島
の
根
幹

部
に
位
世
し
、
西
北
両
郡
を
背

景
に
し
て
、
青
森
、
弘
前
、
八
戸

①
  
の
旧
三
市
に
つ
い
で
独
自
の
経
 

済
圏
が
確
立
さ
れ
る
な
ど
、
津
 

軽
半
島
広
域
圏
の
行
政
、
文
化
 
 

交
通
の
中
心
を
な
し
て
お
り
ま

す
。
 

ま
た
、
ふ
く
ら
む
市
街
地
人

ロ
の
住
宅
緩
和
の
た
め
、
三
」
1
 

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
九
〇
〇
世
帯
の

近
代
住
宅
団
地
も
造
成
中
で
あ

り
、
昭
和
四
二
年
度
に
は
完
成

さ
れ
よ
う
。
 

農
業
に
つ
い
て
は
七
〇
〇

ヘ
ク

タ
ー
ル
の
区
画
整
理
を
終
え
さ

ら
に
一
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

区
画
整
理
も
計
画
さ
れ
て
お
り

り
ん
ご
園
も
近
代
化
施
設
が
取

り
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、
農
業
構

造
改
善
事
業
が
着
々
進
め
ら
れ

明
日
の
明
る
い
農
業
へ
と
大
き

く
前
進
し
て
お
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
の
未
来
 

未
開
発
地
域
が
広
範
で
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
そ
の
中
心
的
性
格

を
お
び
る
地
域
の
将
来
は
大
き

い
。
 五
所
川
原
市
は
津
軽
半
島

広
域
圏
の
中
心
都
市
で
あ
り
、
 

津
軽
半
島
は
、
工
業
振
興
地
域

に
く
ら
べ
所
得
水
準
が
年
ん
低
 
 

下
し
つ
つ
あ
る
が
こ
れ
は
自
然

的
制
約
に
よ
る
も
の
で
は
な
く

か
く
さ
れ
た
生
産
力
が
ま
だ
生

か
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
間

題
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す

総
面
積
の
三
分
の
ニ
を
占
め
る

山
地
に
は
膨
大
な
森
林
が
眠
つ

て
い
る
し
、
米
と
り
ん
ご
は
日

本
に
ほ
こ
る
位
畳
に
あ
り
ま
す

重
化
学
工
業
は
と
も
か
く
と
し

て
木
材
工
業
や
、
食
品
製
造
な

ど
の
地
場
産
業
は
、
ま
だ
発
展

の
要
素
を
も
つ
て
お
り
、
観
光

資
源
も
豊
富
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
潜
在
生
産
力
に

活
気
を
与
え
る
気
運
が
、
こ
の

と
こ
ろ
急
激
に
盛
り
あ
が
つ
て

お
り
ま
す
。
東
北
自
動
車
道
は
 
 

い
ょ
い
ょ
着
工
の
段
階
に
入
り

青
森
東
京
間
九
時
間
9
夢
が
実

現
し
津
軽
半
島
の
突
端
か
ら
北

海
道
を
つ
な
ぐ
画
期
的
な
青
函

ト
ン
ネ
ル
の
試
掘
は
、
青
森
県

と
北
海
道
の
両
方
か
ら
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
 さ
ら
に
津
軽

半
島
縦
貫
産
業
開
発
道
路
も
実

現
し
そ
う
で
す
、
計
画
さ
れ
て

い
る
道
路
は
、
当
市
の
東
側
を

ぬ
け
中
山
山
脈
の
陵
線
を
通

つ

て
津
軽
半
島
の
突
端
に
つ
き
進

む
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
が
出
来
れ
ば
八
六
〇
リ
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
眠
れ
る
森
林
が
開

発
近
代
化
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
つ

て
よ
み
が
え
る
産
業
の
振
興
は

拠
点
で
あ
る
当
市
に
は
ね
か
え
 

市
制
1
0周
年
記
念
 

発
展
の
歩

み
と
将
来
 

市
政
施
行
十
周
年
記
念
、
市
民
文
化
会
舘
落
成
記
念
式
典
は
五

所
川
原
夏
ま
つ
り
の
ふ
た
あ
け
の
八
月
三
日
、
午
前
十
時
か
ら

市
民
文
化
会
館
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 こ
こ
に
、
市
制
十
周
年

に
あ
た
り
、
五
所
川
原
市
の
発
展
の
歩
み
と
、
そ
の
将
来
を
探
 

久
 

」
 ユ

 

ー
ー
 

！
政
 

市
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③
明
治
一
七
年
完
成
の
乾
橋
（
長
さ

一
 

①大Iii時代の駅通り・・・大正 7年、陸リ！鉄道カ二 

開通してから誕生した析興街，それまで（よ一

面のIll圃であつた 

②いまの駅通り 

三
四
・
八
米
）
 …
こ
れ
ま
で
西
と
北

の
 

交
通
は
渡
し

舟
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
 

④
昭
和
三
七
年
完
成

の
乾
橋
（
長
さ

11一
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⑨明治40年ごろの柏原商店街・・・当時、斎半

旅館前がII‘車の発眉所で，弘前，大釈逆、 

金木、中里、鯵ケ沢へと走つていた

⑩いまの柏票商I占街 

「井
、・
 

⑤
ー
り町
の
米
間
屋

筏
…
噺
治
の
初
則
は
 

三
四
軒
の
米
問
屋
が
あ
つ
た
い
う
、
写

真
の
大
木

は
法
氷

i弓
に
あ
つ
た
も
の
 

⑥
い
ま
の

寺
町
通
り
 

f 
⑦西北地万貢刀、の富豪布嘉」名 

⑧布嘉屋敷に製火られたデパート 

＠明治時代の新町のネプタ 



2
0人
蚊
団

体
を

表
彰
“
し
 

昭和 39 年 7 月 25 日 ス
 

ー
 
 ユ

 
ー
ニ

政
 

市
 

◇
特
別
功
労
者

（
4
人
）
 

長
尾
角
左

工
門
、
前
田
顕
三
、
 

故
ミ
和
精

一
、
 故
和
田
山
蘭

◇
国
県
の
褒
賞
受
賞
（1
3人
）
 

荒
谷
勝
太
郎
、
阿
部
誠

一
郎
、
 

故
小
笠
原
茂
右

工
門
、
故
佐
ん

木
嘉
太
郎
、
杉
野
柾
三
、
仙
庭

栄
八
、
高
橋
佐
左
工
門
、
辻
三

郎
、
鶴
谷
正
次
、
成
田
篤
弥
、
 

故
平
山
為
之
助
、
増
田
桓

一
、
 

山
形
善
太
郎
 

◇
合
併
功
労
者

（6
7人
、
1
8
 

団
体
）
秋
田
正
、
秋
元
久
吉
、
 

飯
塚
平
次
、
故
石
岡
磯
古
、

一
 

P
辰
四
郎
、
伊
藤
吉
郎
、
岩
館

忠
雄
、
梅
田
合
併
促
進
委
員
会

故
小
笠
原
茂
右

工
門
、
長
内
堅

造
、
小
田
桐
勝
義
、
小
田
桐
政

古
、
小
野
豊
四
郎
、
小
野
稔
、
 

葛
西
保
、
片
岡
由
松
、
川
浪
金

井
、
菊
池
久
左

工
門
、
菊
池
清

助
、
木
村
誠

一
、
工
藤
勘
吉
、
 

古
川
篤
三
郎
、
小
曲
合
併
促
進

委
員
会
、
今
嘉
四
郎
、
今
良
太

郎
、
斎
藤
伊
太
郎
、
坂
本
甚
作

坂
本
平
太
郎
、
坂
本
平
内
、
笹

森
富
栄
、
笹
森
豊
作
、
故
沢
田

精
一
、鹿
内
恭
太
郎
、
故
渋
谷
専

之
亜
、
須
藤
勝
蔵
、
仙
庭
栄
八

其
田
長
六
、
高
橋
市
太
郎
、
高

橋
石
太
郎
、
高
橋
富
雄
、
高
橋

秀
作
、
高
橋
文
治
、
故
竹
谷
末

造
、
舘
山
勇
、
田
中
専
之
作
、
 

対
馬
賢
司
、
寺
田
武
】
、
外
崎

千
代
吉
、
飛
島
浩
三
、
中
泉
合

併
促
進
委
員
会
、
長
尾
角
左

工

門
、
故
長
尾
柾
次
郎
、
長
富
合

併
促
進
委
員
会
、
中
谷
兼
太
郎
 

(8月1日～20日） 瞬
 

中
谷
弥
八
郎
、
七
和
合
併
審
議

会
、
故
奈
良
乾
一
、
故
成
田
長

作
、
鳴
海
博
、
原
清
司
、
広
瀬

清
、
毘
沙
門
合
併
促
進
委
員
会

福
土
孝
一
、
船
水
良
昭
、
松
本

与
三
郎
、
三
浦
一
正
、
三
浦
藤

一
、
故
三
上
泰
助
、
故
毛
内
覚

治
、
山
内
久
三
郎
、
山
形
泰
一

青
森
民
友
新
開
社
、
朝
日
新
聞

社
N
且
K

、河
北
新
報
社
、産
経

新
聞
社
、
東
奥
日
報
社
．
毎
日

新
聞
社
、
陸
奥
新
報
社
、
読
売

新
聞
社
、
山
田
忠
蔵
、
故
横
山

藤
作
 

◇
市
議
会
議
員

（
市制
施
行

後
8
年
以
上
：
1
1人
）
秋
‘
元
久

吉
、
葛
西
保
、木
村
千
代
吉
、
笹

森
柾
五
郎
、
仙
庭
栄
八
、
田
中
 

・

専
之
作
、
鶴
谷
初
太
郎
、
中
野

修
三
、
福
士
孝

一
、
松
本
与
1
1一

郎
、
和
田
新
 

◇
議
会
関
係

（ー
人
）
 三
橋

兼
四
郎
 

◇
農
業
委
員

（
市制
施
行
後
 

1
0年
以
上
…
5
人
）
北
川
一
郎

木
村
三
太
郎
、
成
田
久
雄
、
平

山
日
出
夫
、
柳
原
与
四
郎
 

◇
産
業
経
済

（8
人
1
7団
体
 

）
阿
部
精

一
、
秋
田
藤
八
郎
、
 

飯
塚
平
次
、
五
所
川
原
共
同
職

業
訓
練
所
、
関
実
正
、
土
岐
恒

太
郎
、
平
山
文
三
郎
、
松
野
賢

吉
、
山
内
キ
ク
、
五
所
川
原
市

観
光
協
会
、
飯
詰
農
協
、
飯
詰

第

一
“
、
梅
沢
ク
、
栄
ク
、
中

川
ク
、
第
一
中
川
ク
、
 長
橋
ク

七
和
ク
、
北
栄
ク
、
松
島
”
、
 

松
島
村
第
ー
ク
、
水
野
尾
ク
、
 
 

三
好
ク
、
飯
詰
川
土
地
改
良
区

◇
行
政
連
絡
員

（
市制
施
行

後
6
年
以
上
：
1
1人
）
小
田
桐
 

七
郎
、
気
田
勝
治
、
共
m
良
逸

高
橋
武
一
、
寺
川
清
、
外
崎
松

四
郎
、
成
田
酉
蔵
、
原
定
五
躯

堀
内
貢
三
、
村
川
定
五
郎
、
青

村
嘉
右

工
門
 

◇
納
税
組
合
長

（市
制
施
行

後
b
年
以
上

…
1
8人
）

一
戸
登

一
郎
、
大
沢
福
太
郎
、
小
野
健

造
、
小
野
柾
古
、
川
浪
金
井
、
 

木
村
久
、
今
栄
蔵
、
斎
藤
健
三

た
こ
島
長
一一
廊
、高
橋
馨
、竹
林

順
逸
、
田
辺
甚
之
助
、
外
崎
清

一
、
成
田
充
蔵
、
平
山
文
三
郎

堀
内
貞
三
、
村
上
純

一
、
藤
森

兼
世
 

◇
社
会
福
祉

（2
人
2
9団
体
 

）
太
田
良
作
、
五
所
川
原
保
育

園
五
所
川
原
青
年
会
議
所
、
五

所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
 

五
所
川
原

ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ

さ
か
え
保
育
園
、
増
田
桓
一
、
 

三
好
保
育
所
、
五
所
川
原
青
年

団
、
飯
詰
連
合
青
年
団
、
梅
沢

ク
、
栄
ク
、
中
川
、
長
橋
ク
、
 

七
和
ク
、
毘
沙
門
ク
、
松
島
ク

三
好
ク
、
飯
詰
婦
人
会
、
梅
沢

ク
、小
曲
、
五
所
川
原
ク
、長
橋

ク
、長
富
ク
、
毘
沙
門
、松
島
”
、
 

三
好
“
、栄
連
合
“
、
七
和
連
合
 

“
、中
川
ク
、
若
葉
保
育
所

◇
民
生
委
員

（
市制
施
行
後
 

1
0年
以
上

…
7
人
）
大
阪
徳
太

郎
、
川
村
長
吉
、
北
川
孫
一
、
 

神
吉
太
郎
、
寺
田
ま
つ
、
乗
田

あ
ね
、
山
田
峰
作
 

◇
教
育
、
文
化
、
体
育

（1
7
 

人
、
3
4団
体
）
秋
元
省
三
、
浅

井
獅
子
舞
保
存
会
、
阿
部
徹
、
 

飯
詰
小
学
校
父
母
と
先
生
の
会

一
野
坪
小
学
校
P
T
A
、
梅
泉
 

小
学
校
教
師
と
父
轟
の
会
、
沖

飯
晶
小
学
校
父
母
と
先
生
の
会

小
野
秀
雄
神
山
財
産
区
、
川
島

才
‘
』
、
木
村
半
八
、
五
所
川
原

小
学
核
移
転
改
築
落
成
式
記
念

ホ
業
協
賛
会
、
学
校
法
人
五
所

川
原
学
園
学
校
法
人
下
山
学
園

五
排
川
原
小
学
核
創
立
八
十
周

年
記
念
事
業
協
賛
会
、
五
所
川

原
小
学
核
久
母
と
先
生
の
会
、
 

五
所
川
原
小
学
校
母
の
会
、
高

野
財
産
区
、
栄
小
学
校
父
母
と

先
生
の
会
、
栄
中
学
校
P
T
A
 

栄
中
学
校
移
転
新
築
記
念
事
業

協
賛
会
、
沢
田
吉
太
郎
、
五
所

川
原
市
体
協
会
、
西
北
自
動
車

学
校
、
天
内
勇
二
郎
、
高
橋
力

造
、
寺
田
武

一
、
寺
田
ハ
ル

エ

飛
島
謙
逸
、
中
野
修
三
、
長
尾

政
五
郎
、
成
田
不
二
雄
、
七
和

中
学
校
父
母
と
先
生
p
会
、
羽

野
木
沢
小
学
校
復
興
対
策
委
員

会
、
羽
野
木
沢
小
学
校
児
童
保

護
会
、
原
子
羽
野
木
沢
俵
元
財

産
区
、
畠
山
み
ど
り
、
毘
沙
門

小
学
校
創
立
記
念
事
業
協
賛
会

前
田
野
目
財
産
区
、
松
島
小
学

校
父
母
と
教
師
の
会
、
松
島
中

学
校
v
（
母
と
先
生
の
会
、
南
小

学
校
三
周
年
記
念
事
業
協
賛
会

南
小
学
校
父
母
と
教
師
の
会
、
 

三
好
中
学
校
父
母
と
先
生
の
会

藻
川
小
学
校
P
T
A
、
山
形
清

蔵
、
和
田
新
、
幾
ケ
丘
幼
稚
園

聖
心
幼
稚
園
、
和
順
愛
児
園
、
 

株
式
会
社
中
1
1
1
 

◇
新
市
建
設
審
議
会
（
ー
人
）
 

原
又
三
郎
 

◇
消
防
団
（
3
0年
以
上
1
8人
 

）
秋
田
繁
昌
、
小
田
桐
政
光
、
 

川
村
長
吉
、
嘉
山
伊
八
郎
、
木

村
伊
省
、
工
藤
喜
市
、
工
藤
正

雄
、
斎
藤
千
代
吉
、
鹿
内
武
夫

其
田
一
郎
、
舘
山
長
次
郎
、
鶴

谷
初
太
郎
、
中
村
正
治
、
奈
良

清
三
、
藤
森
浅
一
、
三
浦
三
郎

毛
内
半
次
郎
、
柳
沢
千
代
造
 

◇
消
防
団
関
係
（
1
人
）
尾
崎

藤
雄
 

◇
長
年
勤
続
職
員
（
勤
続
2
0
 

年
以
上
9
人
）
伊
藤
浪
三
郎
、
 

岡
田
晴
正
、
斎
藤
忠
一
、
島
谷

清
八
郎
、
神
定
一
、
杉
野
柾
11
1
 

中
林
準
蔵
、
長
尾
政
五
郎
、
三

上
半
十
郎
 

◇
市
民
文
化
会
館
落
成
関
係
 

(
4
団
体
）
岡
建
築
設
計
事
務

所
、
新
田
建
設
株
式
会
社
、

市

民
文
化
会
館
協
賛
会
、
五
所
川

原
市
文
化
振
興
会
議
 

◇
長
年
勤
続
教
員
（
8
人
）
 

〇稲作・・・病害虫の被害から稲を守り、災害は未然に 

防ごう・・・ 	 , 
①水のかけひき…出穂前は漏水を防ぎ、1O-- 12cm位

の深水にして低温による不稔を防止する。 出穂後 2 週
間位までは5-6cm位の深水を保つようにし、その後は 

3cm程度にして籾の充実をはかる。 

②くびいもち病防除・・・出穂直前と穂揃期の 2 回薬剤
撤布の励行により防除を徹底する。 

③ニカメイ虫防除・・・第 2 回目の出穂はじめから出穂

期にかけての薬剤撤布は、重要ですから必ず撤布す

る。 

④台風の対策…畦畔や水路の雑草を刈取り、また障

害物をとり除き、大雨のとき退水を早めるようにする

なお、台風の際、雨が少なくて田圃に水が入つていな

いと稲の体内の水分が少なくなり、やせ籾ができるか

ら深水にする。 

〇やさい“・肥培管理を適切に行ない、病害虫の防除

は手ぬかりなく・・・ 

①白菜…種まきは適期に行ない、間引きは発芽後 1 
週毎に3回実施する。また第2回目の間引きのとき液肥
で追肥する0 

②だいこん・・・高畦作りは乾燥の影響をうけやすいの

で平畦栽培にあらためる。種まきは品種による適期を

失わず、早まきはさける。 

③ねぎ・・・定植後1カ月位で第1回目の追肥と土よせを

土る。土よせは葉の分かれ目がかくれない程度に。 

（農業改良普及所） 
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